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《地　理》 

　秋葉区は旧新津市と旧小須戸町で構成されて

います。信濃川，阿賀野川，小阿賀野川などの

河川や，秋葉山，菩提寺山などの里山・丘陵地に

囲まれた緑豊かな自然環境に恵まれています。ま

た，石油や鉄道のまちとして知られ，古津八幡

山遺跡などの貴重な歴史文化遺産が多く残って

いる地域です。 

 

《産　業》 

　花き・花木類の生産は区の大きな特色のひとつ

であり，特にアザレア，ボケは日本有数の産地と

して知られています。工業分野では，輸送用機械

や電子部品の生産も盛んです。さらに，バイオリ

サーチパーク構想に基づき，バイオ技術研究の

拠点形成を目指しています。 

 

《交　通》 

　主要な道路は，国道403号が南北に，国道

460号が東西に通っているほか，新潟と会津方

面を結ぶ磐越自動車道の新津インターチェンジが

あります。鉄道は，区内に７つの駅が設置されて

おり，新津駅ではJR信越本線，JR羽越本線と

JR磐越西線が交わっています。バスは新津駅を

中心に市中心部，白根や五泉方面などへ運行さ

れています。 

区の概要 

 「SLばんえつ物語」号 

項目 

人口 

世帯数（世帯） 

総人口（人） 77,050

36,819

40,231

24,605

2,011

10,274

384,198

126

3,680

719

900

5,020

1,142

男（人） 

女（人） 

農家戸数（戸） 

農家人口（人） 

経営農地面積（ａ） 

事業所数（所） 

従業員数（人） 

製造品出荷額等（億円） 

商店数（店） 

従業員数（人） 

年間商品販売額（億円） 

農業 

工業 

商業 

秋葉区 

《基礎データ》 

（出典）Ｈ17年国勢調査,　Ｈ12世界農業センサス 
　　　　Ｈ16年工業統計調査,　Ｈ14商業統計調査 

土地利用 

田 36.4％ 

畑 6.8％ 
宅地 12.5％ 

山林 11.1％ 

その他 33.2％ 

※その他：道路，公共施設，水面，自然地など 
（H19.1.1新潟市調べ） 

面積 
95.38� 
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　花と緑に囲まれた，快適でにぎわいのあるまち 

 

○田園や丘陵に囲まれる豊かな自然環境を活か

した良好な居住地としての役割を担います。 

○河川や丘陵などの自然特性，県立植物園や古

津八幡山遺跡などを活用した憩いと安らぎを

提供する役割を担います。 

○バイオリサーチパーク構想に基づき，バイオ技

術研究の拠点形成を進めることにより，産学官

地域が連携する学術・研究拠点としての役割を

担います。 

 

 

 

《うるおいのあるまち》   

○区域を潤す信濃川，阿賀野川，小阿賀野川と

能代川，緑豊かな里山・丘陵地，そして，これ

らを優しく包む田園など，恵まれた自然環境は，

次世代に引き継ぐべき貴重な財産として保全と

活用に努め，人と自然が調和した美しい景観

のまちを目指します。 

  

《緑の居住環境とやさしさのまち》 

○緑豊かな自然環境の中で，便利で快適に暮ら

せる居住環境のあるまちを目指します。 

○地域の支え合いの中で，一人ひとりが安心し

て暮らし続けることができる，やさしさあふれ

るまちを目指します。 

 

《歴史と個性を活かすまち》  

○石油や鉄道のまちとして，固有の歴史ある文

化を活かしながら，区民と行政との協働による

個性ある交流のまちを目指します。 

 

《花のまち》 

○全国屈指の花き・花木の園芸産地としての拠点

性を一層高めながら，優良農地を活用し，環

境にやさしい安心・安全な農産物の供給を目指

します。 

 

《生み出すまち》 

○これまで培われてきた産業を育成するとともに，

バイオ技術に関する学術・研究の拠点として，

産学官地域が連携して新たな可能性を発信す

るまちを目指します。 

区の将来像 

区の担う役割 

目指す区のすがた 

 ボケ 

アザレア 
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（1）豊かな自然環境の保全と活用 

①里山の整備 

　　地域の財産である里山の保全に努めながら，

市民の憩いの場として広く親しまれる公園の整

備を進めるとともに，丘陵地内の各施設との

一体的な整備を進め，市民が心身のリフレッシ

ュや，体験・学習・社会参加できる交流の場を

提供します。 

 

②親水空間の創出 

　　信濃川・阿賀野川などを利用した親水空間の

整備を進め，サイクリングロードなどの整備と

あわせて，教育やレクリエーション，スポーツ

を通じた交流を推進します。 

 

（2）歴史と個性を活かす 

①歴史遺産の活用 

　　弥生時代から古墳時代への変遷がたどれる「古

津八幡山遺跡」の整備を進め，里山と人との

関わり，地域の歴史を後世に伝えていきます。 

   

②固有資源の活用 

　　石油や鉄道のまち，全国屈指の花き・花木の

園芸産地といった地域の資源を活かし，観光

交流の推進や農業の振興を図ります。 

 

（3）市民活動の支援 

①文化会館の整備 

　　地域固有の文化の継承と創造に向けた市民

活動の場として文化会館を整備し，多様化す

る市民活動を支援します。 

②スポーツ施設の整備 

　　総合体育館など，生涯スポーツの拠点づくり

を進め，健康で豊かなライフステージづくりを

応援します。 

 

（4）便利で快適なくらし 

①新津駅周辺地区の整備 

　　新津駅周辺地区での交流促進を図るため，

地域活動や地域福祉などの拠点施設や公園・イ

ベント空間などの整備を進めます。 

 

②公共交通の利便性の向上 

　　矢代田駅周辺地区の整備やパークアンドライ

ドの推進など，鉄道交通の利便性向上による

交通混雑の緩和と環境負荷の軽減に向けた取

組を進めます。 

 

③地域間交通体系のさらなる充実 

　　各地域間交流を支える幹線道路の整備を進

めることで，速やかな一体化を図るとともに，

それぞれの地域の担う役割・機能を有機的に結

びつけ，ヒト・モノ・情報の交流の拡大を進めま

す。 

 

（5） 新たな可能性づくり 

①バイオリサーチパーク構想の推進 

　　産学官地域が連携したバイオリサーチパーク

構想を推進し，食・環境・医療・農業などの分野

における実践的な研究開発の拠点づくりを進め

ます。 

 

 

 

 

まちづくりに向けた施策の方向 
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◆区の概況図◆  

凡　例 

地区公民館 

地区公民館(分館） 

図書館 

地区図書室 

コミュニティセンター 

コミュニティハウス 

区役所・出張所・連絡所 

市民会館・コミュニティ施設等 

小学校 

＊印は建物を共有している施設 

中学校 

南　区 

江南区 

五泉市 

阿賀野市 

◇花とみどりの 
　シンボルゾーン 

◇花夢里にいつ 

◇県立植物園 

　新潟薬科大学　 
　新津キャンパス 
　　　 ◇ 

◇新潟市バイオ 
　リサーチセンター 

国道
４０
３号
 

国道４６０号 

磐越自動車道 

新津IC

信越
本線
 

さつき野駅 

荻川駅 

新津駅 

東新津駅 
古津駅 

矢代田駅 

新関駅 

小須戸出張所 

秋葉区役所 

新津行政 
サービスコーナー 

新津地区公民館 

*小須戸地区公民館 

＊荻川図書室 

新津図書館 

*金津地区図書室 

*小須戸地区図書室 

＊小合地区コミュニティセンター 

＊荻川コミュニティセンター 

*金津地区コミュニティセンター 

新津地域学園 

新津地区勤労青少年ホーム 

新津地区市民会館 

新保地域研修センター 

鎌倉地域研修センター 

ふれあい会館 


	秋葉区



